
経
済
学
の
学
び
方
一
ド
イ
ツ
と
日
本
の
コ
ー
ス
比
較

岡
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は
じ
め
に

　
「
学
問
へ
の
招
待
」
と
題
す
る
特
集
に
は
、
経
済
学
や
法
学
と

い
っ
た
学
問
領
域
の
犬
枠
や
、
自
分
の
専
門
分
野
の
内
容
を
わ

か
り
や
す
く
紹
介
す
る
論
説
を
載
せ
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。

経
済
学
を
い
か
に
学
ぶ
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
昨

年
の
特
集
号
で
中
馬
先
生
が
優
れ
た
論
説
を
書
い
て
お
ら
れ
る

し
、
ま
た
特
定
の
専
門
分
野
へ
の
わ
か
り
や
す
く
て
読
ん
で
お

も
し
ろ
い
導
入
と
な
れ
ぱ
、
や
は
り
昨
年
の
特
集
号
の
石
川
先

生
の
寄
稿
に
勝
る
も
の
は
な
い
。
そ
こ
で
私
は
手
を
変
え
て
、

本
学
の
経
済
学
部
の
学
生
が
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
経

済
学
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
の
か
を
、
外
国
の
大
学
と
の
比
較
で

解
説
し
よ
う
と
思
う
。
私
は
最
近
ま
で
数
年
間
ド
イ
ツ
の
大
学

（
ボ
ン
犬
学
）
の
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
に
在
籍
し
、
そ
の
間
に
学
部

の
授
業
に
出
席
し
た
り
学
部
生
の
友
人
た
ち
か
ら
話
を
聞
い
た

り
し
て
、
経
済
学
を
専
攻
す
る
学
生
が
そ
こ
で
ど
の
よ
う
に
経

済
学
を
学
ん
で
い
る
か
を
あ
る
程
度
把
握
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

本
学
と
ボ
ン
大
学
の
パ
タ
ー
ン
を
比
較
し
て
み
た
い
。
経
済
学

と
は
ど
の
よ
う
な
学
問
で
あ
る
か
、
現
在
ど
の
よ
う
に
発
展
し

つ
つ
あ
る
か
と
い
う
問
題
は
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。
本
学
の

誇
る
ゼ
、
・
、
ナ
ー
ル
制
度
の
本
家
本
元
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
ド
イ

ツ
の
犬
学
で
、
学
生
が
ど
ん
な
に
苦
労
し
て
経
済
学
を
勉
強
し

て
い
る
か
を
知
っ
て
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
の
勉
学
の
励
み
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
「
学
問
へ
の
招
待
」
と
い
う
趣
旨
か
ら
は
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若
干
外
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
論
稿
が
あ
っ
て

も
悪
く
な
い
と
思
う
。
な
お
、
本
学
で
は
キ
ャ
ン
バ
ス
統
合
計

画
に
伴
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
が
進
行
中
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

紹
介
す
る
本
学
の
コ
ー
ス
・
バ
タ
ー
ン
は
平
成
6
年
度
の
新
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
基
準
に
し
て
い
る
こ
と
を
お
断
わ
り
し
て
お
く

ド
イ
ツ
の
大
学
で
も
、
高
等
教
育
の
大
衆
化
と
学
生
の
在
籍
期

間
の
長
期
化
に
対
応
し
て
、
近
年
大
幅
な
制
度
改
革
が
進
展
し

て
い
る
。

二
　
入
学
と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

新
入
生
の
皆
さ
ん
は
大
変
な
難
関
を
突
破
し
て
本
学
に
入
学

さ
れ
た
。
い
ざ
目
標
の
大
学
に
入
っ
た
も
の
の
、
経
済
学
と
は

ど
ん
な
学
問
な
の
か
、
ま
た
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
学
ぷ
べ
き
か
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
本
学
で
は
、
日

本
の
他
の
大
学
と
同
様
に
、
ど
の
科
目
が
必
修
科
目
で
、
何
を

最
低
何
単
位
取
る
こ
と
が
進
級
の
た
め
に
必
要
、
と
い
う
こ
と

が
学
部
ご
と
に
細
か
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
よ
う
な

規
定
を
周
知
さ
せ
る
た
め
に
新
入
生
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
目
ン

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
新
入
生
は
前
期
課
程
の
授
業
時
間
割
と

講
義
要
綱
を
受
け
取
り
、
ク
ラ
ス
の
新
し
い
仲
間
や
サ
ー
ク
ル

の
先
輩
と
相
談
し
て
履
修
計
画
を
作
成
す
る
。
日
本
の
犬
学
で

は
大
体
、
講
義
や
ゼ
ミ
の
履
修
単
位
の
数
で
進
級
．
卒
業
が
決

ま
る
か
ら
、
単
位
の
取
り
や
す
い
科
目
、
出
席
を
重
視
し
な
い

授
業
を
重
点
的
に
履
修
す
る
よ
う
な
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

　
ド
イ
ツ
の
大
学
は
、
音
楽
・
美
術
・
体
育
な
ど
の
専
門
大
学

と
ご
く
少
数
の
私
立
大
学
を
除
い
て
入
学
試
験
を
行
わ
な
い
。

高
校
率
業
の
証
明
が
そ
の
ま
ま
大
学
入
岸
資
格
に
な
る
。
最
近

で
は
大
学
進
学
老
が
急
増
し
て
、
ど
の
犬
学
も
定
員
の
二
倍
以

上
の
学
生
を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
医
学
．
経
営
学
．

情
報
科
学
な
ど
一
部
の
学
部
・
学
科
に
つ
い
て
は
高
校
卒
業
試

験
の
成
績
に
よ
る
選
抜
が
行
わ
れ
て
い
る
。
私
の
知
る
か
ぎ
り

で
は
、
経
済
学
に
は
こ
の
よ
う
な
選
抜
制
は
ま
だ
導
入
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
だ
が
、
就
職
に
比
較
的
有
利
で
あ
る
こ
と
や
、
経

営
学
で
切
ら
れ
た
学
生
の
一
部
が
経
済
学
に
志
望
を
変
更
す
る

こ
と
か
ら
、
経
済
学
部
門
の
混
雑
状
況
は
相
当
の
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
入
学
後
に
大
学
や
学
部
・
学
科
を
変
え
る
の
は
、
先
方

に
空
き
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
何
度
で
も
可
能
で
あ
る
。
進
級
試

験
や
卒
業
試
験
で
落
第
す
る
老
や
中
途
退
学
老
が
多
く
、
卒
業
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ま
で
辿
り
着
く
の
は
入
学
老
の
三
割
程
度
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

　
入
学
希
望
者
は
学
期
休
み
の
間
の
所
定
の
期
間
中
に
個
々
に

入
学
登
録
を
済
ま
せ
る
。
全
学
一
斉
な
い
し
学
部
・
学
科
単
位

の
入
学
式
は
な
い
。
学
生
は
、
内
容
紹
介
を
伴
わ
な
い
講
義
・

ゼ
ミ
一
覧
を
書
店
で
購
入
し
て
ゼ
メ
ス
タ
ー
（
学
期
）
単
位
の

学
習
計
画
を
立
て
る
。
本
学
で
学
生
に
配
布
す
る
講
義
要
綱
に

相
当
す
る
も
の
は
な
い
。
ま
た
、
学
科
，
こ
と
に
上
級
の
学
生
が

組
織
す
る
幹
事
会
（
霊
9
8
ぎ
津
）
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
学
科

別
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
、
内
容
紹
介
の
付
い
た
講

義
表
（
学
生
側
か
ら
見
た
講
義
要
綱
）
を
作
成
・
配
布
し
、
講

義
録
を
編
集
・
管
理
し
、
学
生
の
個
別
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
履
修
要
領
や
試
験
規
定
に
つ
い
て
は
学
部
事
務
室
や

大
学
の
試
験
課
の
職
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
学
生
は
こ
の

よ
う
に
し
て
自
分
で
情
報
を
集
め
な
が
ら
長
期
的
な
学
習
計
画

を
立
て
る
。
そ
の
さ
い
、
日
本
と
同
様
に
仲
間
内
で
の
情
報
交

換
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

三
　
前
期
課
程

（
基
本
課
程
）

日
本
の
四
年
制
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
大
体
の
と
こ
ろ
、

始
め
の
二
年
間
の
前
期
課
程
と
後
の
二
年
間
の
後
期
課
程
（
専

門
課
程
）
に
分
か
れ
て
い
る
。
本
学
は
他
の
多
く
の
犬
学
と
違

っ
て
教
養
部
を
持
た
な
い
の
で
、
経
済
学
の
専
門
科
目
の
教
官

も
小
平
に
出
向
い
て
講
義
や
ぜ
ミ
を
行
っ
て
い
る
が
、
前
期
課

程
で
は
一
般
教
養
科
目
の
比
重
が
高
い
。
経
済
学
部
の
学
生
は
、

前
期
で
は
一
般
教
養
科
目
と
並
ん
で
経
済
学
（
お
よ
ぴ
経
済
史
、

統
計
学
な
ど
）
の
基
本
を
学
び
、
専
門
課
程
に
進
ん
で
か
ら
経

済
学
と
そ
の
関
連
分
野
の
学
習
・
研
究
に
本
格
的
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
る
。

　
経
済
学
都
の
学
生
の
ほ
と
ん
ど
は
、
前
期
課
程
で
経
済
学
入

門
と
し
て
「
経
済
通
論
」
を
履
修
す
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
皆
さ

ん
は
（
い
わ
ゆ
る
近
代
経
済
学
に
つ
い
て
は
）
限
界
効
用
、
無

　
　
　
　
　
　
ノ

差
別
曲
線
、
価
格
弾
力
性
の
よ
う
な
耳
憤
れ
な
い
概
念
に
直
面

し
、
黒
板
に
踊
る
数
式
を
書
き
写
し
な
が
ら
、
経
済
学
と
は
こ

ん
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
驚
い
た
り
、
感
心
し
た
り
、
嘆
息

し
た
り
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
実
際
、
こ
の
「
経
済
通
論
」
の
内

容
を
ど
の
程
度
理
解
で
き
る
か
（
も
ち
ろ
ん
、
本
学
に
入
学
で

き
る
ほ
ど
の
学
力
の
あ
る
人
な
ら
、
努
力
す
れ
ば
十
分
理
解
で

き
る
は
ず
だ
が
）
、
ま
た
さ
ら
に
犬
事
な
こ
と
だ
が
、
経
済
学
と
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い
う
学
問
の
特
徴
を
把
握
し
、
そ
れ
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
か
が
、
経
済
学
部
学
生
と
し
て
の
そ
の
後
を
大
き
く
左
右

す
る
こ
と
に
な
る
。
経
済
学
の
ケ
の
字
も
知
ら
ず
に
卒
業
し
て

い
く
学
生
も
い
る
よ
う
だ
が
、
せ
っ
か
く
一
流
の
「
杜
会
科
学

の
総
合
犬
学
」
の
経
済
学
部
に
入
っ
た
の
だ
か
ら
、
せ
め
て
経

済
学
の
基
本
的
な
枠
組
だ
け
は
理
解
し
て
卒
業
し
て
ほ
し
い
も

の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
経
済
学
部
で
経
済
学
そ
の
も
の
で
は

な
く
歴
史
、
地
理
、
地
域
経
済
・
杜
会
や
思
想
を
勉
強
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
例
え
ぱ
経
済
史
に
つ
い
て

は
、
小
平
で
は
毎
年
、
経
済
史
概
論
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
コ
ー
ス
が
転
学
部
な
し
に
可
能
な
こ
と
は
、
本
学
の

経
済
学
部
の
幅
の
広
さ
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ひ
と
つ
の

長
所
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
前
期
課
程
で
は
ま
た
、
専
門
科
目
の
教
。
官
が
特
殊
講
義
や
前

期
ぜ
ミ
を
担
当
し
て
い
る
。
経
済
通
論
や
経
済
学
概
論
が
経
済

学
の
初
級
な
い
し
中
級
の
理
論
を
ま
ん
べ
ん
な
く
扱
う
の
に
対

し
、
特
殊
講
義
や
前
期
ゼ
ミ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
教
官
の
専
門
分

野
が
中
心
に
な
る
。
専
門
分
野
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
。
二
れ
ら

の
科
目
は
、
専
門
課
程
に
進
級
し
て
自
分
の
専
門
分
野
や
ゼ
ミ

の
志
望
を
考
え
る
さ
い
に
犬
い
に
参
考
に
な
り
う
る
も
の
だ
か

ら
、
積
極
的
に
受
講
す
る
こ
と
を
お
薦
め
す
る
。

　
ド
イ
ツ
の
犬
学
の
コ
ー
ス
は
基
本
課
程
（
o
昌
己
ω
ε
g
冒
一
）

と
専
門
課
程
（
匡
彗
貝
ω
巨
2
冒
一
）
に
分
か
れ
て
い
る
。
基
本
課

程
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専
攻
分
野
（
例
え
ぱ
経
済
学
）
と
関
連
分

野
の
基
本
を
、
専
門
課
程
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専
攻
分
野
ご
と
に

よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
内
容
を
学
習
す
る
。
前
老
の
レ
ベ
ル
は
日

本
の
前
期
課
程
の
レ
ベ
ル
を
超
え
て
お
り
、
後
老
の
レ
ベ
ル
は

後
期
課
程
と
大
学
院
の
修
士
課
程
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
な
お
基
本
課
程
で
は
一
般
教
養
は
一
切
扱
わ
な
い
。
そ

の
か
わ
り
、
大
学
入
学
以
前
の
就
学
年
数
が
十
三
年
問
と
、
日

本
よ
り
も
一
年
長
い
。
ド
イ
ツ
の
学
生
は
基
本
課
程
修
了
に
二

～
三
年
、
専
門
課
程
修
了
に
三
～
四
年
で
合
計
六
～
七
年
か
か

っ
て
い
る
。

　
ボ
ン
大
学
で
は
経
済
学
は
法
学
・
経
営
学
と
同
じ
学
部
に
入

っ
て
い
る
が
、
経
済
学
専
攻
と
経
営
学
専
攻
の
新
入
生
は
、
基

本
課
程
に
入
る
前
に
ま
ず
簿
記
（
二
科
目
）
と
情
報
処
理
論
の

基
礎
を
履
修
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
の
後
基
本
課
程
に
入

る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
は
初
級
か
ら
中
級
の
ミ
ク
ロ
と
マ
ク
ロ
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の
経
済
理
論
、
経
営
学
、
統
計
学
・
計
量
経
済
学
の
講
義
が
全

員
必
修
、
経
済
数
学
と
法
学
（
経
済
に
関
連
す
る
部
分
）
が
選

択
必
修
に
な
っ
て
い
る
。
必
修
科
目
は
経
済
学
と
経
営
学
で
全

く
共
通
で
あ
り
、
従
っ
て
経
済
学
の
学
生
も
経
営
学
の
基
礎
を

学
ぴ
、
経
営
学
の
学
生
も
初
級
の
ミ
ク
ロ
・
マ
ク
ロ
の
経
済
学

を
学
ぶ
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
ケ
ル
ン
大
学
で
も
変
わ
ら
な
い
。

以
上
の
必
修
四
科
目
、
選
択
一
科
目
が
後
に
述
べ
る
中
間
（
進

級
）
試
験
の
科
目
に
な
る
。

　
大
部
分
の
講
義
は
週
に
二
回
、
合
計
三
時
間
あ
る
い
は
そ
れ

以
上
に
わ
た
づ
て
行
わ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
講
義
に
は
週
に
一
、

二
回
の
「
演
習
時
問
」
（
↓
暮
O
ユ
冒
－
）
が
付
き
、
こ
こ
で
受
講

老
は
上
級
の
学
生
（
チ
ュ
ー
タ
ー
）
の
指
導
の
下
で
練
習
問
題

を
解
い
た
り
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
尋
ね
た
り
、
ま
た
中
間

試
験
の
準
備
を
す
る
。
こ
れ
は
、
講
義
で
習
っ
た
こ
と
を
よ
く

理
解
し
、
応
用
力
を
つ
け
る
の
に
大
い
に
役
立
つ
。
経
済
理
論

の
講
義
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
や
ヴ
ァ
リ
ア
ン

（
英
語
原
文
）
の
標
準
的
な
教
科
書
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
な
お
、
他
の
学
部
に
は
講
義
の
他
に
必
修
の
前
期
ゼ
ミ

（
甲
易
①
昌
ま
胃
）
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
か
な
り
重

要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
が
、
経
済
学
・
経
営
学
部
門
に
は
そ

の
よ
う
な
制
度
は
な
い
。

　
本
学
で
は
前
期
課
程
の
二
年
間
に
所
定
の
単
位
を
修
得
す
れ

ぱ
後
期
課
程
に
進
級
で
き
る
が
、
ド
イ
ツ
の
犬
学
で
は
上
記
の

五
科
目
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
中
間
試
験
（
進
級
試
験
）
に
合
格

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
学
生
の
か
な
り
の
部
分
が
進
級
試

験
で
落
と
さ
れ
て
大
学
を
去
る
か
、
専
攻
を
変
え
る
二
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
の
割
合
は
ボ
ン
の
経
済
学
・
経
営
学
で
は

大
体
半
分
く
ら
い
だ
．
と
言
わ
れ
る
。

　
　
　
四
　
後
期
課
程
（
専
門
課
程
）

（
一
）
　
講
義

　
本
学
経
済
学
部
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
後
期
課
程
で
、

約
四
〇
名
の
専
任
教
官
と
若
干
名
の
非
常
勤
講
師
が
、
休
講
分

も
含
め
て
延
べ
七
十
科
目
ほ
ど
の
講
義
を
担
当
す
る
。
こ
れ
ら

の
講
義
は
、
①
経
済
理
論
（
中
級
・
上
級
の
ミ
ク
ロ
・
マ
ク
ロ

理
論
、
経
済
学
史
、
い
わ
ゆ
る
マ
ル
ク
ス
経
済
学
な
ど
）
、
②
経

済
統
計
学
（
経
済
数
学
、
情
報
処
理
論
、
統
計
学
、
計
量
経
済

学
な
ど
）
、
③
公
共
経
済
学
（
経
済
計
画
論
や
金
融
経
済
論
を
含
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む
）
、
④
経
済
政
策
（
国
際
経
済
学
、
労
働
経
済
学
、
産
業
経
済

論
な
ど
）
、
⑤
経
済
地
理
学
（
環
境
経
済
学
や
都
市
経
済
論
を
含

む
）
、
⑥
地
域
経
済
（
目
本
経
済
論
、
ア
ジ
ア
経
済
論
な
ど
）
、

⑦
経
済
史
（
日
本
、
東
洋
、
西
洋
、
文
明
史
な
ど
）
の
七
つ
の

部
門
に
分
か
れ
、
そ
の
他
に
応
用
ミ
ク
ロ
・
マ
ク
ロ
、
現
代
経

済
な
ど
の
部
門
外
講
義
も
あ
る
。
学
生
は
後
期
課
程
で
基
礎
課

程
と
応
用
課
程
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
経

済
学
部
の
専
門
科
目
の
お
よ
そ
十
二
科
目
分
（
四
十
八
単
位
）

以
上
を
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
基
礎
課
程
の
人
は
経

済
理
論
、
経
済
統
計
学
、
経
済
史
の
講
義
を
や
や
多
め
に
、
応

用
課
程
の
人
は
そ
れ
以
外
の
部
門
の
講
義
を
や
や
多
め
に
履
修

す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
他
学
部
の
専
門
科
目
を
も
履
修
す

る
義
務
が
あ
る
の
が
本
学
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
ボ
ン
大
学
の
専
門
課
程
で
は
経
済
学
・
経

営
学
双
方
の
専
門
科
目
を
合
わ
せ
て
も
三
〇
種
類
ほ
ど
の
講
義

が
開
か
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
講
義
を
担
当
す
る
教
官
の

数
が
少
な
い
か
ら
で
も
あ
る
し
、
本
学
の
経
済
学
部
よ
り
も
専

門
科
目
の
領
域
が
狭
い
か
ら
で
も
あ
る
。
主
要
部
門
は
経
済
理

論
、
経
済
政
策
、
財
政
学
、
経
済
統
計
学
、
経
営
学
の
五
つ
だ

け
で
、
こ
の
う
ち
四
つ
が
選
択
必
修
で
あ
る
。
経
済
史
や
経
済

地
理
な
ど
の
科
目
の
履
修
も
可
能
だ
が
、
こ
れ
ら
は
文
学
部
に

所
属
し
て
い
る
。
文
学
部
所
属
の
選
択
科
庄
に
は
、
こ
の
他
に

杜
会
学
、
政
治
学
と
杜
会
心
理
学
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
大
学
は

完
全
な
ぜ
メ
ス
タ
ー
制
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
講
義
は
す
べ
て

半
年
単
位
（
授
業
期
間
は
約
三
力
月
）
で
、
だ
い
た
い
週
に
二

回
、
合
計
三
時
問
以
上
行
わ
れ
、
練
習
問
題
に
取
り
組
む
時
間

が
別
に
つ
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
選
択
履
修
科
目
に
は
、
上

記
の
も
の
の
他
に
管
理
工
学
、
経
済
開
発
論
、
貨
幣
・
金
融
経

済
論
、
交
通
経
済
論
、
銀
行
経
営
論
、
マ
i
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
労

働
法
・
杜
会
法
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
経
済
理
論
部
門
の
講
義

は
い
わ
似
る
マ
ル
経
を
含
ま
ず
、
中
級
か
ら
上
級
の
ミ
ク
ロ
経

済
学
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、
マ
ク
ロ
経
済
学
は
専
ら
経
済
政
策

部
門
が
担
当
し
て
い
る
。

　
講
義
の
内
容
や
進
め
方
は
担
当
教
官
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

ド
イ
ツ
の
犬
学
の
講
義
で
は
一
般
に
学
生
が
よ
く
質
問
し
、
ま

た
教
官
の
ほ
う
も
受
講
者
に
ひ
ん
ぱ
ん
に
問
い
か
け
る
。
学
生

が
多
い
の
に
教
官
も
講
義
も
絶
対
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
ど

の
講
義
に
も
学
生
が
殺
到
し
、
教
室
に
定
刻
に
行
っ
て
席
が
確
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保
で
き
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
立
ち
見
が
出
る
の
は
も
ち
ろ
ん

で
、
学
生
は
通
路
や
窓
枠
、
教
壇
に
ま
で
座
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
状
態
だ
か
ら
、
授
業
中
に
質
疑
応
答
を
重
ね
る
こ
と
が
、

超
マ
ス
プ
ロ
教
育
の
弊
害
を
緩
和
す
る
せ
め
て
も
の
手
段
な
の

で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
本
学
の
学
生
は
大
変
恵
ま
れ
て
い
る
と

思
う
。
な
お
、
講
義
要
綱
が
な
い
代
わ
り
に
、
講
義
の
三
回
目

あ
た
り
で
教
官
は
講
義
の
予
定
表
（
目
次
）
と
十
数
冊
の
参
考

文
献
表
を
配
布
す
る
。

　
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
大
学
で
は
一
般
に
講
義
、
こ

と
の
期
末
試
験
は
な
い
。
学
生
は
最
後
に
ま
と
め
て
卒
業
試
験

を
受
け
る
。
従
っ
て
、
ど
の
講
義
を
履
修
す
る
か
、
ま
た
講
義

に
出
席
す
る
か
は
各
自
の
意
思
決
定
に
佳
さ
れ
る
が
、
講
義
に

き
。
ち
ん
と
出
席
し
復
習
を
し
っ
か
り
や
っ
て
お
か
な
い
と
、
卒

業
試
験
に
合
格
す
る
の
は
ま
ず
無
理
で
あ
る
。
な
お
、
、
こ
く
最

近
、
ボ
ン
大
学
の
経
済
学
・
経
営
学
科
は
卒
業
試
験
を
廃
止
し
、

期
末
試
験
に
よ
る
単
位
制
に
切
り
替
え
た
。

（
二
）
　
ゼ
ミ
と
卒
業
論
文
の
指
導

　
本
学
で
は
、
学
生
は
後
期
課
程
に
進
級
す
る
と
必
ず
ど
こ
か

の
ぜ
ミ
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
ぜ
ミ
の
指
導
教
官
は
同
時

に
卒
業
論
文
の
指
導
・
審
査
教
官
で
あ
り
、
所
属
ぜ
ミ
が
決
ま

る
と
同
時
に
専
攻
分
野
も
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
の
大
体
の
瓢
囲

も
決
ま
っ
て
く
る
か
ら
、
ゼ
ミ
選
び
は
学
生
に
と
っ
て
き
わ
め

て
重
要
で
あ
る
。
志
望
ぜ
ミ
を
決
め
る
さ
い
の
参
考
資
料
と
し

て
は
、
大
学
側
と
学
生
側
が
そ
れ
ぞ
れ
作
成
・
配
布
す
る
後
期

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
紹
介
が
あ
り
、
ま
た
学
部
事
務
室
に
は
各
教
官
の

略
歴
や
近
年
の
業
績
な
ど
を
ま
と
め
た
「
教
育
研
究
活
動
状
況

報
告
書
」
な
る
冊
子
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
参
考
に
し
て
、

ま
た
自
分
は
何
を
専
門
に
勉
強
し
た
い
の
か
を
よ
く
考
え
て
、

じ
っ
く
り
と
ゼ
ミ
を
選
ん
で
ほ
し
い
。
こ
れ
と
決
め
た
ゼ
ミ
教

官
の
著
作
を
読
ん
だ
り
、
ま
た
そ
の
教
官
の
研
究
室
を
訪
ね
て

直
接
に
相
談
し
て
み
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。
犬
学
生
活
の
後
半

を
預
け
る
ゼ
ミ
で
あ
る
か
ら
、
他
人
の
意
見
に
流
さ
れ
て
い
い

加
減
に
決
め
る
の
は
よ
く
な
い
。
止
む
を
得
ぬ
場
合
に
は
四
年

生
に
な
る
と
き
に
ぜ
ミ
を
変
更
す
る
と
い
う
手
も
あ
る
が
（
新

旧
両
ゼ
ミ
の
教
官
の
同
意
が
前
提
）
、
専
門
課
程
の
途
中
で
所

属
ぜ
ミ
を
変
え
る
の
は
あ
ま
り
望
ま
し
く
な
い
。
前
期
課
程
の

二
年
間
に
経
済
学
の
基
礎
を
か
じ
っ
た
ぐ
ら
い
で
は
自
分
の
専

門
に
勉
強
し
た
い
こ
と
が
ま
だ
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
人
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も
多
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
か
ら
自
分
な

り
の
問
題
意
識
を
持
っ
て
勉
強
し
て
ほ
し
い
。

　
教
官
の
中
に
は
、
来
る
老
は
一
切
拒
ま
ず
、
と
い
う
態
度
の

人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
特
に
志
望
老
が
定
員
を
上
回
る

場
合
に
は
、
ゼ
ミ
の
メ
ン
バ
ー
（
ω
①
邑
畠
ユ
g
8
を
略
し
て
ゼ

ミ
テ
ン
と
称
す
る
）
は
簡
単
な
面
接
や
小
テ
ス
ト
で
選
ば
れ
る

こ
と
が
多
い
。
そ
の
さ
い
、
問
題
意
識
と
学
習
意
欲
が
最
も
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
ろ
う
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
ぜ
、
ミ
の
参
加
人

数
（
一
学
年
）
は
多
い
と
こ
ろ
で
十
人
か
ら
十
五
人
く
ら
い
で
あ

る
。　
な
お
、
本
学
の
後
期
課
程
で
は
複
数
の
ぜ
ミ
に
参
加
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
主
ぜ
ミ
が
決
定
レ
た
後
、
副
ぜ

ミ
と
し
て
履
修
を
希
望
す
る
ぜ
ミ
に
ま
だ
空
き
が
あ
り
、
そ
の

指
導
教
官
の
了
承
が
得
ら
れ
た
場
合
に
限
る
。

　
ゼ
ミ
の
内
容
と
し
て
は
、
三
年
生
の
う
ち
は
一
、
二
冊
の
テ

キ
ス
ト
を
原
文
（
た
い
て
い
は
英
語
）
で
読
み
、
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ

の
基
本
の
と
こ
ろ
を
押
さ
え
た
う
え
で
、
三
年
生
の
後
半
、
遅

く
と
も
年
明
け
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
卒
業
論
文
の
お
お
ま
か
な
テ

ー
マ
を
決
め
、
四
年
生
に
な
っ
た
ら
卒
論
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

順
に
報
告
を
行
う
、
と
い
う
の
が
一
般
的
な
バ
タ
ー
ン
で
あ
ろ

う
。
た
と
え
日
本
語
で
書
か
れ
て
い
て
も
簡
単
に
は
理
解
で
き

な
い
よ
う
な
内
容
の
も
の
を
、
英
語
の
原
書
で
読
む
と
い
う
の

で
あ
る
か
ら
、
は
じ
め
は
負
担
が
か
な
り
大
き
く
感
じ
ら
れ
る
。

実
際
、
自
分
の
報
告
の
番
で
な
け
れ
ぱ
全
然
読
ん
で
こ
な
い
人

も
出
て
く
る
。
そ
う
な
る
と
テ
キ
ス
ト
の
内
容
に
つ
い
て
議
論

す
る
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
沈
黙
を
守
っ
て
先
生
の
目

を
避
け
な
が
ら
時
間
の
過
ぎ
る
の
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。
ぜ
ミ

は
本
来
研
究
報
告
と
議
論
の
場
で
あ
る
べ
き
だ
か
ら
、
こ
れ
で

は
ぜ
ミ
の
意
味
が
な
い
。
な
お
、
多
く
の
ぜ
ミ
で
は
年
に
一
度

合
宿
を
し
て
、
集
中
的
に
学
習
し
、
研
究
報
告
を
行
う
。

　
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
は
た
い
て
い
の
場
合
は
自
分
で
見
つ
け

る
も
の
だ
が
、
ま
ず
指
導
教
官
に
研
究
テ
ー
マ
を
報
告
し
て
了

承
を
得
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
研
究
テ
ー
マ
が
ぜ
ミ
の
内
容
や

指
導
教
官
の
専
門
領
域
か
ら
あ
ま
り
に
も
離
れ
て
い
る
場
合
、

テ
ー
マ
の
変
更
や
修
正
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ゼ
ミ
テ

ン
の
研
究
テ
ー
マ
が
個
性
的
か
つ
補
完
的
で
、
研
究
報
告
と
議

論
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
互
い
に
知
的
刺
激
を
受
け
、
切
蹉
琢
磨

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
申
し
分
な
い
。
卒
業
論
文
の
提
出
は
一
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月
末
ご
ろ
だ
か
ら
、
卒
業
論
文
の
作
成
に
は
一
年
ほ
ど
の
期
問

が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
研
究
テ
ー

マ
を
決
め
て
、
研
究
や
調
査
に
取
り
掛
か
る
ほ
う
が
よ
い
。
テ

ー
マ
に
よ
っ
て
は
参
考
文
献
や
資
料
が
見
つ
か
ら
な
く
て
立
往

生
し
た
り
、
計
画
変
更
や
回
り
道
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
か
ら
、
早
く
か
ら
問
題
意
識
を
明
確
に
し
て
研
究
テ
ー
マ

を
定
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
さ
て
、
ド
イ
ツ
の
大
学
に
も
専
門
課
程
に
は
ゼ
ミ
が
あ
り
、

参
加
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ボ
ン
の
経
済
学
・
経
営
学
に

つ
い
て
は
、
卒
業
論
文
を
提
出
す
る
ま
で
に
五
つ
の
ぜ
ミ
の
単

位
を
修
得
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ゼ
ミ
の
指
導
の
方
法
は

担
当
教
官
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
テ
キ
ズ
ト
を
輸
読
す
る
方
式

は
む
し
ろ
例
外
的
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
教
官
は
学
期
、
こ
と

に
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
大
枠
の
中
で
十
ほ
ど
の
報
告

テ
ー
マ
を
指
定
し
、
担
当
老
を
決
め
て
報
告
さ
せ
る
。
参
加
人

数
が
か
な
り
多
い
と
こ
ろ
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
ぜ
ミ
テ
ン
に
希

望
テ
ー
マ
に
つ
い
て
リ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
そ
の
中
で
最
も

優
秀
な
も
の
を
報
告
さ
せ
る
と
い
う
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
は
報
告
を
め
ぐ
っ
て
ゼ
ミ
テ
ン
の
問
に
競
争
が
生
じ
る

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
自
分
の
存
在
を
ゼ
ミ
教
官
や
他
の
ゼ
ミ

テ
ン
に
ア
ビ
ー
ル
す
る
必
要
も
あ
っ
て
、
い
つ
も
活
発
な
議
論

が
行
わ
れ
る
。
学
期
末
に
、
ゼ
ミ
テ
ン
の
評
価
の
た
め
に
試
験

が
行
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　
問
題
は
、
ゼ
ミ
テ
ン
の
数
が
多
す
ぎ
る
こ
と
で
あ
る
。
専
門

分
野
や
担
当
教
官
に
も
よ
る
が
、
多
い
と
こ
ろ
で
は
（
例
え
ば

財
政
学
）
六
十
人
と
か
八
十
人
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
二
十
人

や
三
十
人
は
，
こ
く
普
通
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
ぜ
ミ
テ
ン
の
個
別

指
導
な
ど
ま
ず
不
可
能
で
あ
り
、
リ
ポ
ー
ト
を
書
か
せ
、
試
験

を
す
る
し
か
、
評
価
の
方
法
が
な
い
。

　
ぜ
ミ
に
参
加
し
、
定
期
試
験
に
合
格
す
る
と
、
学
期
単
位
で

ぜ
ミ
の
修
了
証
が
出
る
。
こ
れ
を
少
な
く
と
も
五
枚
集
め
な
い

と
卒
業
で
き
な
い
（
ボ
ン
で
は
ご
く
最
近
、
学
則
変
更
に
よ
っ

て
最
低
必
要
枚
数
が
減
ら
さ
れ
た
）
。
同
じ
教
官
の
ぜ
ミ
に
五

学
期
漣
続
で
参
加
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
卒
業
試
験
の
準
備

も
兼
ね
て
、
尊
門
領
域
の
異
な
る
複
数
の
教
官
の
ぜ
ミ
に
参
加

す
る
の
が
む
し
ろ
一
般
的
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ

も
ぜ
ミ
テ
ン
の
構
成
も
学
期
ご
と
に
変
わ
る
。
ひ
と
つ
の
学
期

の
う
ち
に
複
数
の
ぜ
ミ
に
参
加
す
る
者
は
少
な
く
な
い
が
、
そ
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の
結
果
学
期
、
こ
と
に
二
つ
も
三
つ
も
報
告
を
行
う
こ
と
に
な
る

と
、
そ
の
負
担
は
相
当
犬
き
い
。
報
告
と
い
っ
て
も
、
自
分
の

研
究
テ
ー
マ
で
は
な
い
し
、
通
常
は
論
文
を
ひ
と
つ
ふ
た
つ
読

ん
で
ま
と
め
れ
ぱ
済
む
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
は
な
い
の
で
、
そ
の

準
備
の
苦
労
は
日
本
の
大
学
の
ゼ
ミ
報
告
の
比
で
は
な
い
の
で

あ
る
。

　
卒
業
論
文
の
指
導
は
、
ゼ
ミ
で
は
行
わ
れ
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ

適
当
な
時
期
に
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
て
い
そ
の
分
野
の
関
係
の

教
官
と
相
談
し
、
論
文
の
指
導
を
引
き
受
け
て
も
ら
い
、
研
究

テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
了
承
を
得
る
。
テ
i
マ
が
教
官
か
ら
提
案

さ
れ
る
こ
と
ポ
あ
る
し
、
協
議
の
末
に
多
少
変
更
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ぜ
ミ
で
報
告
す
る
内
容
と
自
分
の

研
究
の
テ
ー
マ
は
直
接
に
は
関
連
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
論
文

の
指
導
は
も
っ
ぱ
ら
個
人
面
談
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

教
官
と
話
が
で
き
る
の
は
多
く
て
も
週
に
一
度
の
（
時
に
は
月

に
一
度
の
）
面
会
時
間
だ
け
で
、
面
会
の
希
望
老
が
多
い
と
き

は
わ
ず
か
な
面
談
時
間
を
確
保
す
る
の
も
一
苦
労
で
あ
る
。
一

ヵ
月
前
に
す
で
に
予
約
が
一
杯
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た

め
、
指
導
教
官
は
研
究
方
法
や
論
理
構
造
の
犬
枠
に
つ
い
て
だ

け
助
言
を
し
、
細
か
い
指
導
は
助
手
（
主
に
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス

の
学
生
）
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　
卒
業
論
文
の
作
成
期
間
は
原
則
的
に
六
ヵ
月
間
で
あ
る
。
最

近
で
は
こ
の
期
間
を
さ
ら
に
短
縮
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。
た

い
て
い
の
場
合
、
学
生
は
論
文
の
準
備
を
も
っ
と
早
く
か
ら
始

め
、
あ
る
程
度
の
め
ど
が
立
っ
た
時
点
で
、
半
年
以
内
に
論
文

を
提
出
す
る
こ
と
を
学
部
事
務
室
に
正
式
に
申
請
す
る
。
特
別

の
事
情
に
よ
っ
て
こ
の
期
間
内
に
論
文
が
提
出
で
き
な
い
場
合
、

さ
ら
に
六
週
間
の
期
間
延
長
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
期

限
に
間
に
合
わ
な
け
れ
ば
、
そ
の
卒
業
論
文
は
認
め
ら
れ
ず
、

卒
業
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
な
お
、
卒
業
論
文
を
執
筆
す

る
者
に
は
、
そ
れ
を
理
由
と
す
る
休
学
が
認
め
ら
れ
る
。

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
大
学
の
専
門
課
程
は
日

本
の
大
学
の
学
部
の
後
期
課
程
と
大
学
院
の
修
士
課
程
を
合
わ

せ
た
ほ
ど
の
水
準
に
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
は
修
士
課
程
が
な
く
、

学
士
と
修
±
の
区
別
が
な
い
の
で
、
卒
業
論
文
の
レ
ベ
ル
は
平

均
的
に
は
日
本
の
大
学
の
卒
業
論
文
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ

ど
高
く
、
だ
い
た
い
修
士
論
文
の
レ
ベ
ル
に
相
当
す
る
。
さ
ら

に
近
年
、
卒
業
論
文
に
求
め
ら
れ
る
水
準
が
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
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存
学
期
間
が
長
く
な
る
原
因
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の

学
生
の
卒
業
論
文
に
時
々
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
わ
ず
か
数
冊
の

文
献
か
ら
材
料
を
拾
っ
て
き
て
組
み
合
わ
せ
た
だ
け
の
論
文
や
、

他
人
の
研
究
を
多
少
の
コ
メ
ン
ト
付
き
で
紹
介
す
る
程
度
の
論

文
は
、
ま
ず
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
自
分
な
り
の
モ
デ
ル
や
仮

説
を
立
て
て
そ
れ
を
検
証
す
る
こ
と
、
ま
た
自
分
で
調
査
を
す

る
な
ど
し
て
デ
ー
タ
を
集
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
　
率
業

　
日
本
の
大
学
で
は
、
一
度
提
出
し
た
卒
業
論
文
が
不
合
格
に

な
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
か
ら
、
論
文
提
出
後
に
最
後
の
期
末
試

験
を
受
け
て
、
そ
れ
に
合
格
す
れ
ぱ
無
事
卒
業
と
な
る
。
日
本

の
学
生
の
場
合
、
特
に
本
学
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
通
常
は
最

終
学
年
の
途
中
で
就
職
先
が
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
期
末
試
験

で
ひ
と
つ
で
も
単
位
を
落
と
し
て
卒
業
で
き
な
く
な
る
と
犬
変

だ
が
、
そ
う
い
う
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
ド
イ
ツ
の
大
学
に
は
、
た
い
て
い
卒
業
試
験
と
い
う
も
の
が

あ
る
。
ボ
ン
の
経
済
学
・
経
営
学
専
攻
者
に
つ
い
て
は
、
経
済

理
論
、
経
済
政
策
、
財
政
学
（
公
共
経
済
学
）
、
経
営
学
、
そ
し

て
統
計
学
．
計
量
経
済
学
の
主
要
五
科
目
の
う
ち
の
四
科
目
と
、

前
に
述
べ
た
種
々
の
選
択
科
目
の
う
ち
の
一
科
目
、
計
五
科
目

に
つ
い
て
筆
記
試
験
と
口
頭
試
間
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
試

験
は
何
年
目
に
受
け
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
は
な
い
。

専
門
知
識
を
蓄
え
て
、
合
格
の
め
ど
が
立
っ
た
ら
、
各
自
犬
学

の
試
験
課
に
出
向
い
て
卒
業
試
験
を
申
請
す
る
。
卒
業
試
験
は

例
え
ぱ
半
年
の
期
間
を
間
に
お
い
て
二
回
に
分
け
て
受
け
て
も

よ
い
。
ま
た
卒
業
論
文
を
提
出
す
る
前
で
も
後
で
も
よ
い
。
試

験
に
失
敗
し
た
ら
次
の
試
験
期
間
（
た
い
て
い
一
年
後
）
に
再
度

受
験
で
き
る
。
再
試
験
に
一
科
目
で
も
合
格
し
な
か
っ
た
ら
、

率
業
試
験
も
、
そ
れ
ま
で
数
年
間
の
勉
学
も
、
全
部
無
効
に
な

っ
て
し
ま
う
。
高
校
卒
業
・
大
学
入
学
資
格
し
か
残
ら
な
い
。

そ
の
た
め
、
ド
イ
ツ
の
学
生
が
卒
業
試
験
に
か
け
る
意
気
込
み

は
夫
変
な
も
の
だ
が
、
他
方
で
受
験
申
請
を
先
延
ぱ
し
に
し
て

在
学
期
閻
が
長
く
な
る
の
も
理
解
で
き
る
。
卒
業
試
験
を
受
け

よ
う
と
す
る
学
生
は
し
ぱ
し
ぱ
仲
間
同
士
で
勉
強
会
を
作
っ
て

受
験
勉
強
を
し
て
い
る
。

　
な
お
、
最
近
、
各
地
の
大
学
で
、
平
均
七
年
に
及
ぶ
在
学
期

問
を
短
縮
す
る
た
め
に
試
験
制
度
が
改
正
さ
れ
て
い
る
。
ボ
ン
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の
経
済
学
・
経
営
学
で
も
、
ご
く
最
近
単
位
制
度
が
導
入
さ
れ

て
卒
業
試
験
が
な
く
な
り
、
学
生
は
学
期
末
に
講
義
ご
と
に
試

験
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
試
験
の
内
容
と
方
式
は
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
教
官
に
任
さ
れ
て
い
る
。
期
末
試
験
に
合
格
す
れ
ぱ

単
位
修
得
証
を
受
け
取
り
、
そ
れ
を
規
定
の
枚
数
だ
け
集
め
れ

ば
卒
業
が
認
め
ら
れ
る
。
同
時
に
ゼ
ミ
の
必
要
修
得
単
位
も
減

ら
さ
れ
た
。
個
々
の
講
義
の
期
末
試
験
の
難
度
は
相
当
高
く
、

講
義
で
扱
う
範
囲
も
以
前
よ
り
広
が
っ
た
そ
う
だ
が
、
こ
の
制

度
改
革
は
勉
学
の
負
担
を
軽
減
す
る
も
の
と
し
て
学
生
か
ら
犬

い
に
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
在
は
ま
だ
過
渡
期
で
新

旧
両
制
婁
が
餅
存
し
、
一
部
に
は
混
乱
も
見
ら
れ
る
と
い
う
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ド
イ
ツ
の
大
学
卒
業
老
は
専
門
領
域
は
も

ち
ろ
ん
関
連
分
野
に
つ
い
て
も
か
な
り
高
度
な
専
門
知
識
を
身

に
付
け
て
い
る
。
ボ
ン
で
は
経
済
学
・
経
営
学
の
学
部
卒
業
者

の
だ
い
た
い
十
人
に
一
人
が
助
手
や
研
究
員
に
な
っ
て
博
士
学

位
を
目
指
す
が
、
犬
部
分
の
老
は
学
部
卒
業
後
、
身
に
付
け
た

専
門
知
識
を
武
器
に
就
職
先
を
探
し
回
る
。
そ
れ
に
対
し
、
あ

ま
り
熱
心
に
勉
強
せ
ず
に
本
学
を
卒
業
し
た
者
が
、
場
合
に
よ

っ
て
は
会
杜
に
入
っ
て
か
ら
経
済
学
を
勉
強
し
直
す
こ
と
に
な

~
 
O 
l~ 

l¥ 
何
や
ら
も
っ
た
い
な
い
話
で
あ
る
。

む
す
ぴ

　
本
稿
は
、
「
経
済
学
の
学
び
方
」
と
い
う
表
題
で
あ
り
な
が

ら
、
各
自
が
経
済
学
を
ど
の
よ
う
に
し
て
学
習
す
れ
ぱ
よ
い
か
、

で
は
な
く
、
本
学
の
経
済
学
部
の
コ
ー
ス
が
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
を
ド
イ
ツ
の
大
学
と
の
比
較
で
明
ら
か
に
し
た
。
ド

イ
ツ
で
も
日
本
で
も
、
大
学
で
教
え
ら
れ
て
い
る
経
済
学
の
内

容
は
、
実
証
分
析
や
政
策
論
が
関
わ
る
と
多
少
違
っ
て
く
る
が
、

経
済
理
論
そ
の
も
の
は
何
ら
変
わ
り
な
い
。
し
か
し
全
体
的
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
試
験
制
度
が
異
な
る
の
で
、
そ
れ
に
応
じ
て

学
習
す
る
姿
勢
に
も
違
い
が
現
わ
れ
る
。
本
学
の
現
状
で
は
、

あ
ま
り
ま
じ
め
に
勉
強
し
な
く
て
も
卒
業
す
る
こ
と
は
で
き
る

が
、
真
剣
に
勉
強
し
た
い
人
は
思
う
存
分
勉
強
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
優
れ
た
先
生
が
い
て
、
学
生

の
面
倒
見
は
か
な
り
い
い
ほ
う
だ
と
思
う
。
教
官
一
人
あ
た
り

の
学
生
数
が
比
較
的
少
な
く
、
ま
た
講
義
に
出
な
い
学
生
が
多

い
せ
い
か
（
？
）
、
講
義
は
ド
イ
ツ
の
大
学
に
比
べ
れ
ば
、
ま
た

日
本
の
他
の
多
く
の
大
学
に
比
べ
て
も
か
な
り
「
少
数
精
鋭
」
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で
行
わ
れ
る
し
、
ぜ
ミ
で
は
ぜ
ミ
テ
ン
そ
れ
ぞ
れ
の
卒
業
論
文

の
指
導
を
細
か
く
行
う
体
制
が
で
き
て
い
る
。
ま
た
、
先
生
方

が
ど
ん
な
に
忙
し
い
と
言
っ
て
も
、
ド
イ
ツ
の
大
学
教
授
よ
り

は
会
い
や
す
い
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
勉
強
以
外
の
相
談
も
で

き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
図
書
館
が
大
変
充
実
し
て
い
る
。

本
学
の
図
書
館
に
は
国
立
・
小
平
合
わ
せ
て
現
在
亘
二
十
万
冊

以
上
の
蔵
書
が
あ
り
、
そ
の
数
は
毎
年
三
万
冊
以
上
増
加
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
本
学
の
学
生
と
教
官
の
数
を
考
え
る
と
大
変

な
量
で
あ
り
、
本
学
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、
経

済
研
究
所
や
商
学
部
付
属
産
業
経
営
研
究
施
設
な
ど
に
も
多
数

の
図
書
や
資
料
が
あ
る
。
授
業
や
ぜ
ミ
の
テ
キ
ス
ト
を
読
む
だ

け
な
ら
図
書
館
に
足
を
踏
み
入
れ
る
必
要
は
な
い
し
、
実
際
に

筆
者
の
学
生
時
代
、
四
年
生
に
な
っ
て
ま
だ
一
度
も
図
書
館
を

利
用
し
た
こ
と
の
な
い
人
が
ま
わ
り
に
何
人
も
い
た
。
こ
れ
だ

け
の
図
書
館
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
犬
い
に
活
用
し
て
、

存
分
に
勉
強
し
て
ほ
し
い
。

　
最
後
は
一
橋
犬
学
の
宣
伝
と
学
闇
の
す
す
め
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
が
、
新
入
生
諸
君
の
中
の
一
人
で
も
多
く
の
者
が
、
本
学

の
知
的
財
産
を
活
用
し
て
、
ド
イ
ツ
の
大
学
で
が
ん
ば
っ
て
い

る
同
輩
諸
君
に
劣
ら
ぬ
励
み
と
成
果
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
専
任
講
師
）
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